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骨密度 0．686±0．047＊＊ 0．678±0．046 0．652±0．043
数値は平均値±SDで示す．群間差はStudent’s　t－testによる．
＊＊吹q0．01：週5回以上欠食あり群との比較
g／c㎡，中学生時代のみ運動習慣のあった群
の平均骨密度は0．686g／c㎡±0．050，運動習慣
の全くなかった群の平均骨密度は0．670±0．0
41g／c㎡であり，中学生時代に運動習慣があっ
た群の方が，運動習慣の全くなかった群の骨
密度よりも有意に高い値を示し（p＜0．05），
本対象者の現在の骨密度に深い関係があった．
高校生時代のみ運動習慣があった群の平均骨
密度は0．686±0．052g／c㎡，運動習慣なしの群の
平均骨密度は0．679±0．043g／c㎡，現在のみ運
動習慣のある群の平均骨密度は0．680±0．051g
／c㎡，運動習慣なしの群の平均骨密度は0．679
±0．046g／c㎡，小学生時代から現在にかけて継
続して運動習慣のある群の平均骨密度は0．677
±0．058g／c㎡，運動習慣なしの群の平均骨密
度はO．670±0．038g／c㎡の結果であった．小学
生時代のみ，高校生時代のみ，現在のみに運
動習慣のあった群も，小学生時代から現在に
かけて継続して運動習慣のあった群も，有意
差は得られなかったものの，骨密度は運動習
慣のあった群の方が高い値であった．
　この事から，本対象者の場合，中学生時代
の運動習慣は，現在の骨密度に有意に高い値
を与えていた．また，有意差はなかったもの
の，中学生時代以外の小学生時代や高校生時
代においても，何らかの運動習慣は，骨密度
を高めるためには良い方法であると思われる．
6．食事欠食状況
　本対象者の現在の朝食，昼食，夕食の欠食
状況にっいて調査した結果，昼食，夕食を欠
食する者はほとんどいなかったが，朝食を欠
食する者は多かった．
　朝食欠食あり群の骨密度は，表Vの通りで
ある．朝食欠食なし群の平均骨密度は0．686
±0．047g／c㎡，週1～2回朝食欠食あり群は
平均骨密度0．678±0．046g／c㎡で，有意差はな
かったものの，骨密度は週1～2回朝食欠食
あり群の方が低い値であった．週5回以上朝
食欠食あり群は，平均骨密度0．652±0．043g／
c㎡で，朝食欠食なし群の方が有意に高い値と
なった．（p＜0．01）
　以上の結果から，朝食の欠食は骨密度に対
して影響が大である．
　本対象者の場合，13．5％の者が週5回以上
朝食を欠食しているという結果であった．
　朝食を欠食している者に対しては，欠食理
由を明らかにし，欠食しないような生活習慣
になるよう指導する必要がある．
　また，本研究において，運動習慣と食事欠
食状況との関係についても検討を行う必要が
あるが，この両者の関係については今後の課
題としたい．
ま　と　め
1．本対象者の骨密度は，原発性骨粗霧症の
診断基準28）によると，最小値の者が若年成人
女性の平均骨密度に対して89．3％であり，骨
粗髪症の心配はなかった、
　しかし，僥骨骨密度O．6g／c㎡以上を正常と
する報告29）に対しては，2．3％の者が0．6g／c㎡
未満であった．
2．牛乳摂取と骨密度については，高校生時
代から現在まで1日200m2以上飲み続けた群
は，全く飲まなかった群に対して，有意に高
い値であった．（p＜0．01）
3．骨密度と体重・BMI・体脂肪率の間には，
いずれも正の相関が認められた．（p＜0。01）
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4．運動習慣にっいては，中学生時代に運動
習慣のあった群の割合が最も高かった．
　中学生時代に運動習慣があった群は，運動
習慣がなかった群に対して，骨密度は有意に
高い値であった．（p〈0．05）
5．食事の欠食状況にっいては，現在朝食の
欠食なし群の骨密度は，週5回以上朝食の欠
食あり群の骨密度と比較して，有意に高い値
となった．（p＜0．01）
　本研究結果から，高齢になってからの骨粗
髪症発症リスクを少しでも軽くするために，
発育期から若年期にかけての骨密度に対して
関心を高め，重要性を認識させるよう指導す
る事が必要であると思われる．
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　　　　　　　　　　　　骨密度測定に関するアンケート
このアンケートは骨密度測定に協力していただく皆さんを対象に行っています。
該当する番号に○をっけ、年齢や部位、時間等の記入もお願いします。
このアンケート調査結果にっいては、分析研究のため、使用させていただきます。
さらに、この目的以外に使用することはございません。
以上の内容をご理解いただき、ご協力をよろしくお願いします。
　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）年齢（　　　歳）
1．運動について
（1）あなたは現在、定期的に行っている運動はありますか。
　　　　1　は　い
　　　　2　いいえ
②あなたは小学生の頃、学校の体育以外に運動していましたか。
　　　　1　は　い
　　　　2　いいえ
（3）あなたは中学生の頃、学校の体育以外に運動していましたか。
　　　　1　は　い
　　　　2　いいえ
（4）あなたは高校生の頃、学校の体育以外に運動していましたか。
　　　　1　は　い
　　　　2　いいえ
2．あなたは、高校生の時、牛乳を1日どの位飲みましたか。
　　　（1）400m似上は飲んだ（コップに2杯位）　（それ以上　　　杯）
　　　（2）200m2位は飲んだ（コップに1杯位）
　　　（3）IOOme位は飲んだ（コップに1／2杯位）
　　　（4）ほとんど飲まない
　　　⑤全く飲まない
3．あなたは、現在、牛乳、ヨーグルト、チーズを1日どの位飲んだり、食べたりしますか。
　　　牛乳〔　　mの　　ヨーグルト〔カップ　　　個〕　　チーズ〔スライス　　　枚〕
　　　　※コップ1杯200m2
4．あなたは朝昼夕のいずれかを欠食することがありますか。
　　朝食について
　a週1～2回
昼食について
　a週1～2回
夕食について
a週1～2回
b週3～4回
b週3～4回
b週3～4回
c週5回以上
c週5回以上
c週5回以上
　　　　　ご協力ありがとうございました。
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